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    第 264号 

令和３年２月１日 発行 
森林ボランティア 

     フォレスターうじ 

 

調
査
報
告 

生
活
環
境
保
全
林
と
は 

小
林 

清
三
郎 

 

林
野
庁
は
生
活
環
境
保
全
林
を
昭
和
四
十
八
年
か
ら
全
国

に
約
五
百
ヶ
所
設
置
し
た
。
平
成
十
四
年
現
在
、
京
都
府
内

に
十
四
ヶ
所
あ
り
、
生
活
環
境
保
全
林
百
選
に
京
都
府
で
は

天
ケ
瀬
森
林
公
園
と
甘
南
備
山
の
二
ヶ
所
が
選
ば
れ
て
い

る
。
天
ケ
瀬
森
林
公
園
は
昭
和
六
十
～
六
十
二
年
に
か
け
て

京
都
府
が
整
備
し
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
開
園
し
た
。 

森
林
に
は
、
災
害
の
防
止
や
水
資
源
の
か
ん
養
な
ど
の
機

能
が
あ
る
。
森
林
を
散
策
す
る
こ
と
で
心
身
に
安
ら
ぎ
を
感

じ
る
体
験
を
す
る
こ
と
を
、
森
林
の
保
健
休
養
機
能
と
い
う
。 

京
都
府
で
は
、
荒
廃
し
た
森
林
の
整
備
を
通
じ
て
、
保
健

休
養
機
能
の
高
い
森
林
を
造
成
し
、
緑
豊
か
な
生
活
環
境
・

自
然
環
境
の
保
全
・
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。 

天
ケ
瀬
森
林
公
園
で
は
生
活
環
境
保
全
林
と
し
て
、
遊
歩

道
や
あ
ず
ま
屋
な
ど
の
休
憩
施
設
の
整
備
を
し
て
い
く
と
宇

治
市
か
ら
聞
い
て
い
る
の
で
、
森
林
浴
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
是
非
と
も
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。 

（
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
） 

エ
ッ
セ
イ 

森
林
に
つ
い
て
学
び
の
第
一
歩 

林 

幸
広 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
の
会
員
と
し
て
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
二
年
に
な
り
ま
し
た
。
森
林
の

中
に
い
る
こ
と
が
好
き
で
す
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
活
動
で
汗
を
流
せ
ば
健
康
に
良
い
し
、
結
果
と

し
て
森
林
保
全
に
貢
献
で
き
る
な
ら
と
て
も
結
構
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
森
林
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら

な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
こ
と
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
調
べ
て
い

ま
す
。 

一
月
特
別
活
動 

令
和
三
年 

安
全
祈
願 

活
動
日 

 

一
月
十
日
（
日
）
晴 

活
動
時
間 

十
一
時
～
十
一
時
二
十
分 

 
 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 
 

参
加
者 

 

会
員
十
三
名 

  

前
週
の
寒
波
が
や
や
緩
み
日
差
し
の
あ
る
中
、
境
内
に

集
合
、
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
た
後
、
拝
殿
に
昇
殿
し
た
。 

 

神
主
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
玉
串
を
神
前
に
供
え
、
参

加
者
全
員
で
今
年
一
年
の
安
全
と
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
早

期
に
収
束
し
従
来
ど
お
り
の
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
祈

願
し
、
散
会
し
た
。 

（
恒
例
の
新
年
会
に
つ
い
て
は
、
多
人
数
で
の
飲
食
自
粛

要
請
が
出
て
い
る
た
め
中
止
と
し
た
。
） 

（
記 

深
田 

和
夫
） 

一
月
定
例
活
動
の
中
止 

 

近
畿
二
府
一
県
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
基
づ
き
、

一
月
十
七
日
の
定
例
活
動
を
中
止
し
た
。 

 

但
し
、
昨
年
十
二
月
の
定
例
活
動
の
時
制
作
し
た
門
松

を
片
付
け
る
た
め
、
深
田
会
長
、
小
林
副
会
長
、
新
宮
Ａ

班
班
長
と
私
の
四
名
が
、
曇
り
空
九
時
半
に
天
ケ
瀬
森
林

公
園
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
広
場
に
集
結
し
た
。 

 

深
田
会
長
は
、
昨
年
来
課
題
で
あ
っ
た
て
ん
ぐ
巣
病
の

サ
ク
ラ
の
伐
採
を
行
い
、
病
に
か
か
っ
た
枝
を
袋
詰
め

し
、
持
ち
帰
る
作
業
を
行
っ
た
。
残
り
三
名
は
門
松
の
片

づ
け
を
行
っ
た
。
森
後
援
会
員
か
ら
要
望
が
あ
り
、
竹
の

一
部
を
お
分
け
し
た
。
十
一
時
過
ぎ
に
は
作
業
を
終
了

し
、
宇
治
上
神
社
の
お
札
を
二
礼
二
拍
手
一
礼
し
お
祀
り

し
た
。 

 

残
念
な
報
告
だ
が
、
門
松
に
飾
り
つ
け
し
た
葉
ボ
タ
ン

と
南
天
が
無
く
な
っ
て
い
た
。
ネ
ッ
ト
が
設
置
し
て
あ
る

の
で
獣
害
と
は
思
え
ず
、
無
念
で
あ
る
。 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

 
  

  

 

ホームページ：http://foresuta-uji.o.oo7.jp 

1/10 宇治上神社にて安全祈願を終えて 

1/17  無残にも

葉ボタンと南天

が無くなってい

た門松 写真提

供 小林清三郎 

1/17 宇治上神

社のお札をお祀

りした 写真提

供 新宮邦春 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
き
な
と
こ
ろ
か
ら
入
る
と
、
地
球
の
面
積
の
約
三
割
が
陸

地
で
、
そ
の
三
分
の
一
が
森
林
で
す
。
つ
ま
り
、
地
球
の
一
割

が
森
林
で
、
面
積
で
い
う
と
四
十
億
ｈ
ａ
に
な
り
ま
す
。
一
番

多
い
の
は
欧
州
で
十
億
ｈ
ａ
、
南
米
で
八.

三
億
ｈ
ａ
、
北
中
米

で
七
億
ｈ
ａ
で
す
。
国
土
面
積
に
占
め
る
森
林
の
比
率
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
が
七
三
・
九
％
、
日
本
が
六
八
・
二
％
で
第
二
位
、

続
い
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
六
六
・
九
％
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に
京
都
府
は
七
五
％
が
森
林
で
す
。
日
本
に
は
二
千
五
百
ｈ
ａ

の
森
林
が
あ
り
、
こ
こ
四
十
年
ほ
ど
は
横
ば
い
で
す
。
し
か
し
、

戦
後
の
復
興
期
に
木
材
の
需
要
が
急
激
に
増
え
、
多
く
の
植
林

が
さ
れ
て
も
追
い
つ
か
ず
に
輸
入
品
が
八
割
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
現
在
、
森
林
体
積
は
逆
に
五
倍
に
増
え
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

森
林
の
役
割
と
し
て
は
木
材
や
食
料
の
供
給
以
外
に
、
以
下

の
五
つ
の
公
的
機
能
が
あ
り
ま
す
。 

① 

水
源
涵
養
機
能
（
洪
水
、
渇
水
を
緩
和
し
、
水
質
を
浄
化

す
る
） 

② 

土
砂
災
害
防
止
機
能
（
土
砂
の
流
出
や
崩
壊
を
防
ぐ
） 

③ 

保
健
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
安
ら
ぎ
や
憩
い
の
場

を
提
供
す
る
） 

④ 

生
物
多
様
性
保
全
機
能
（
多
種
多
様
な
生
物
・
植
物
を
生

息
・
生
育
す
る
） 

⑤ 

地
球
環
境
保
全
機
能
（
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
・
貯
蔵
す
る
） 

地
球
温
暖
化
が
問
題
と
な
っ
て
一
九
九
二
年
に
地
球
サ
ミ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
同
年
に
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
が
発
足
し
ま
し
た
。

一
九
九
七
年
に
京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
発

効
し
、
同
年
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
森
林
保
全
活
動
は
全
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
公

的
機
能
の
⑤
を
主
軸
に
③
や
④
に
も
関
わ
る
活
動
が
多
い
よ
う

で
す
。
日
本
は
世
界
有
数
の
森
林
国
家
で
あ
り
、
こ
れ
を
維
持
・

活
用
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
森
林
を
守
る
た
め
に
は

適
切
に
伐
採
を
行
っ
て
資
源
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
跡

地
に
植
林
を
行
っ
て
森
林
を
若
返
ら
せ
る
こ
と
も
大
事
な
よ
う

で
す
。
次
の
機
会
に
は
そ
の
辺
り
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

エ
ッ
セ
イ 

落
ち
葉
の
散
歩 

木
曽 

宗
統 

 

僕
は
落
ち
葉
を
踏
ん
で
歩
く
の
が
好
き
だ
。
家
の
近
く
に
あ

る
運
動
公
園
に
は
雑
木
林
の
森
が
あ
る
。
そ
の
雑
木
林
の
樹
々

は
家
の
前
か
ら
運
動
公
園
入
口
ま
で
の
広
い
歩
道
の
脇
ま
で
せ

り
出
し
て
い
る
。 

去
年
の
六
月
頃
か
ら
、
散
歩
を
再
開
し
た
。
実
は
二
年
前
の

九
月
に
右
膝
を
患
っ
た
時
、
そ
れ
ま
で
続
け
て
い
た
一
日
一
回

の
散
歩
を
止
め
た
の
だ
。
そ
れ
ま
で
も
七
月
頃
か
ら
九
月
頃
ま

で
暑
さ
の
せ
い
で
散
歩
を
止
め
て
い
た
の
だ
が
、
右
膝
を
患
っ

た
時
は
も
う
二
度
と
散
歩
は
で
き
な
い
と
覚
悟
を
決
め
て
い

た
。 そ

の
状
態
で
半
年
以
上
経
っ
た
時
、
本
会
の
仲
間
で
同
じ
地

域
に
住
む
Ｋ
さ
ん
が
防
犯
の
帽
子
と
腕
章
と
ベ
ス
ト
を
譲
っ
て

く
れ
た
。
し
か
ら
ば
、
地
域
の
防
犯
の
た
め
ま
た
散
歩
し
な
け

れ
ば
と
奮
い
立
ち
、
ま
ず
は
十
五
分
弱
ほ
ど
歩
き
始
め
た
。
そ

し
て
二
十
分
ほ
ど
地
域
の
中
を
散
歩
で
き
る
ま
で
復
活
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
毎
朝
散
歩
を
し
て
い
る
こ
と
を
弟
に
話
し
た
と

こ
ろ
、「
兄
貴
三
十
分
は
歩
か
な
い
と
運
動
に
な
ら
ん
ぞ
」
と
恫

喝
す
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
十
一
月
か
ら
散
歩
の
時
間
を
二

十
五
分
超
え
に
延
長
し
、
地
域
の
公
園
や
運
動
公
園
の
歩
道
を

散
歩
路
線
に
追
加
し
た
。 

そ
の
公
園
の
中
に
落
ち
葉
が
あ
り
、
特
に
人
が
歩
い
て
い
な

い
と
こ
ろ
は
下
の
土
も
柔
ら
か
く
ふ
わ
ふ
わ
と
気
持
ち
い
い
。

で
も
、
壮
観
な
の
は
運
動
公
園
の
歩
道
、
舗
装
さ
れ
た
歩
道
一

面
に
延
々
と
落
ち
葉
が
広
が
っ
て
い
る
。
覆
い
被
さ
る
よ
う
な

大
き
な
樹
々
が
空
に
広
が
り
、
地
面
に
は
落
ち
葉
の
絨
毯
、
ひ

と
り
で
散
歩
し
て
い
る
と
、
わ
け
も
な
く
感
傷
的
に
な
る
。
そ

し
て
散
歩
し
な
が
ら
頭
の
中
を
か
け
め
げ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で

に
失
敗
し
た
こ
と
と
か
、
気
恥
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
落
ち
葉
を
踏
み
し
め
る
の
は
宙
を
歩
い
て
い
る
よ
う

で
気
持
ち
い
い
。 

今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

令
和
三
年
三
月
以
降
の
予
定
で
す
。 

三
月
特
別
活
動 

 

三
月
七
日
（
日
） 

 

・
太
陽
が
丘
冒
険
の
森
の
森
林
整
備
と 

ド
ン
グ
リ
苗
木
の
地
植
え 

三
月
定
例
活
動 

三
月
二
十
一
日
（
日
） 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
森
林
整
備
と 

ド
ン
グ
リ
苗
木
の
地
植
え 

 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
か
ら
の
お
報
せ 

会
員
募
集
中
で
す
。
先
ず
は
一
日
体
験
か
ら
参
加
し
て
下
さ
い
。 

年
会
費 

二
千
円 

 

入
会
金 

千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 

宇
治
市
の
施
策
と
し
て
京
都
の
杉
材
で
天
ケ
瀬
森
林
公
園
に
ベ
ン

チ
や
縁
台
な
ど
が
十
一
台
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
保
健
休
養
機

能
の
森
林
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
森
林
浴
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
来
園

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。 

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
投
稿
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

林 
 

幸
広
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
」
事
務
局 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

木
曽 

宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
二
七
〇―

〇
七
六
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


